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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 
（アゾ）アミノ酸シッフ塩基銅（II）錯体は、SOD 活性、抗菌活性、六価クロム還元などの機能を有する。

本研究では、Trp、Cys、Ser、Val などのアミノ酸部分を用いて、単座イミダゾール配位を有する新規錯体

を合成した。 X 線回折に適した単結晶が得られなかったため、粉末 X 線構造回折測定を行ったが、リー

トベルト解析は困難であった。そこで、MicroED を用いて微結晶（粉末）試料の構造解析を行ったところ、

目的錯体の（多形）結晶構造だけでなく、これまで同定されていなかった副生成物や解離生成物の結晶構

造も明らかになった。 
 
一例として、 Typ を使用したシッフ塩基銅(II)錯体と副生成物の系を取り上げる。 
Typ 錯体の結晶学的データ: 79 K、斜方晶系、P2 1 2 1 2 1 、Z=4、a=5.23、b=9.20、c=49.80 Å、V=2397 Å 
3 、R=0.1766( 6570)、wR 2 =0.4326( 7324)、S=1.776。  
Typ 複合体（イミダゾール架橋 MOF）の副生成物の結晶学的データ：79 K、斜方晶系、P mn 2 1 、Z=2、
a=13.78、b=6.10、c=7.17 Å、V=603 Å 3 、R=0.1315（1711）、wR 2 =0.3082（1923）、S=1.067 
 
本研究の結果、いくつかの（アゾ）アミノ酸シッフ塩基銅（II）錯体の新規結晶構造が解析された。さらに

副生成物が得られたことから、金属イオンから容易に解離するシッフ塩基配位子を生成するアミノ酸と、

容易には解離しない配位子を生成するアミノ酸とが存在することが明らかになった。 


